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［背景・ねらい］ 

モモせん孔細菌病（図１）は、モモの葉、枝、果実に病斑を形成して被害を起こす細菌性病害であ

り、本病の発生が高品質なモモ生産の障害の一つとなっています。特に、平成30年は本病が多発し、

収量が大幅に減少しました。そこで、本病の発生が少ない品種の探索や、本病の多発要因を探り、耕

種的対策および薬剤による防除対策を検討しました。 

［研究の成果］ 

1．多発年の平成30年と少発年の令和２年に、主要品種である‘清水白桃’と収穫時期がほぼ同じ品

種の発病状況を比較したところ、‘まさひめ’、‘つきあかり’、‘なつっこ’は‘清水白桃’と

比べて葉・果実とも発病が少ないことが示されました（表１）。 

2．「前年９月の強風を伴う降雨日数」が多いほど春型枝病斑の発生が多くなることが明らかになりま

した（図３）。さらに、「３月の気温」が高いほど春型枝病斑の発生が多くなる傾向がありました。 

3．「５月の葉の発病」が多く、かつ「４～５月の強風をともなう降雨日数」が多いほど７月の果実発

病が多くなることが明らかになりました（図４）。 

4．開花期に生育不良枝（図２）を全切除、または生育不良芽から４芽下を切除すると、無処理よりも

春型枝病斑の発生が少なくなる傾向でした（図５）。 

5．春型枝病斑の多発年の前年秋季に、無機銅水和剤を２回以上散布することによって、春型枝病斑の

発生を抑制しました。また、２回散布と比較して３回散布で効果が高い傾向でした（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 図２ 生育不良枝(３月下旬) 

発病葉率
（％）

発病度２） 発病葉率
（％）

発病度
発病果率
（％）

発病度
発病果率
（％）

発病度

つきかがみ 53.8 10.6 5.0 0.7 16.3 3.2 0 0

まさひめ 22.2 4.6 8.0 1.4 2.6 0.5 0 0

つきあかり 35.5 7.3 19.0 4.4 2.5 0.4 2.0 0.3

なつっこ 41.9 8.7 20.0 3.7 2.0 0.3 2.0 0.3

清水白桃 85.2 31.8 58.0 18.9 19.0 3.1 14.0 2.0
１）紀の川市桃山町現地ほ場（有袋栽培）で、葉・果実とも調査は７月に行った

２）病斑数を程度別に調査し、以下の数式により発病度を算出した。

　　発病程度　指数０:病斑なし、１:病斑数１～５個、３:同6～10個、５：同11～30個、７:同31個以上

　　発病度＝Σ（指数×程度別発病数）÷（７×調査葉数）×100

表１　せん孔細菌病の品種別の発病状況１）

平成30年 令和２年

葉の発病

平成30年 令和２年

果実の発病

図１ モモせん孔細菌病による葉と果実の被害 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［成果のポイントと活用］ 

1．本病の春型枝病斑の発生は、「９月の強風を伴う降雨日数」が多いほど増加することから、特に台

風の接近が予想される前には、無機銅水和剤による防除を行うことが重要です。 

2. ７月の果実発病は、「５月の葉の発病」や「４～５月の強風をともなう降雨日数」が多いほど増加

するため、５月の袋掛け前までの基本的な防除を徹底することが重要です。 

3. 本病の多発生時には薬剤防除だけでは被害を防ぎきれない場合があるので、生育不良枝の切除や防

風ネットの設置などの耕種的防除が重要です。 
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